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生活科「校外学習ボランティア」～私のまちはっけん～（20150029V）
受入団体名：つくば市立春日学園（15010G）

活動内容
「わたしの町はっけん」という単元の授業において、以下をねらいとして実施します。
○ 自分たちが住む町を探検し、様々な場所やもの・人に出会い町への親しみを深める。
○ 自分の好きな場所や人、心に残った出来事などを表現し友達や地域の人に知らせる。
ボランティアの内容
・交差点や横断歩道での交通安全指導を行う。
・安全に迷惑をかけないで探検できるように見守る。
・時刻を知らせる。

活動実施日（期間）
10月27日（火）9：35～11：25

参加学生
T-ACTボランティア：1名

活動報告
●受入団体担当者
　 2年生生活科「校外学習ボランティア」。児童の班活動に一緒に入り、保護者ボランティアと共に学習支援を
行ってもらいました。今回学生には大変お世話になりました。子どもたちの面倒を、愛情をもってしっかり見て
いただき大変感謝しております。また機会がありましたらお願いしたいと考えております。
●学生参加者：堤夏鈴（人文・文化学群 4年）
活動の成果
　小学校 2年生の生活課の校外学習の引率をし、子供達の学習の補佐や行き帰りの安全確保などを行った。
今後の課題
　大学生の参加者が少なかったので、他の保護者ボランティアの方との間に壁が出来てしまっていた。より多く
の学生の参加があると今よりも参加しやすくなる。

衣料品店を訪問した班の校外学習の様子
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栗原スポーツ鬼ごっこクラブの活動支援（20150032V）
受入団体名：栗原スポーツ鬼ごっこクラブ（15012G）

活動内容
・子どものスポーツ鬼ごっこ活動の審判及び活動援助
・その他のレクレーション活動（集団遊び）の援助
・子どもの安全確認や見守り
・宿題の見守り、援助
※雨の日は、図工室等でレクレーション活動

タイムスケジュール
14：55　図工室で宿題
15：40　校庭でスポーツ鬼ごっこや集団遊び
17：00　終了のち保護者へ引き渡し（雨天時は16：30）

活動実施日（期間）
平成27年 6月 6日　毎週月曜　14：50～17：00

参加学生
T-ACTボランティア：1名（1/18、25　2/8、15、29　3/14）

活動報告
●受入団体担当者
　子どもたちの宿題を見て教えてもらったり、子どもと一緒にレクレーションや鬼ごっこの活動に参加したりし
ていただきました。子どもたちは、一緒に遊んでくれるお兄さんが大好きで、「今日はせっちゃん来る？」と毎
回楽しみにしています。学生さんの参加により集団遊びがさらに盛り上がり、友だちと遊ぶ楽しさ、集団で遊ぶ
楽しさを子どもたちに経験してもらうことができました。
●学生参加者：薛承哲（数理物質科学研究科 1年）
活動の成果
　週一栗原小学校に通って、活動内容として少しみんなの宿題を手伝ってから、一緒に鬼ごっこスポーツする。
スポーツに通じてチームワークや作戦の重要性を子供たちにわかってほしくて、チームの中に誰でも不可欠な存
在でみんなの力を合わせて勝てるという意思を伝いたい。しっかりしている子供たちが段々強くなって来て、こ
れからも以前の僕一人の活躍通りで簡単に勝てると思わなくて、すごく楽しみしています！
今後の課題
　負けた子供たちが泣いたり、誰々のせいとか文句を言ったりする時の対応。ルールがちゃんと理解できてない
子供にどうやって教えるか。
その他
　僕一人で全部子供たちをみるのは不可能で、本当に人手が必要。子供たちかわいかった。

スポーツ鬼ごっこの様子 チーム戦のためのユニフォームデザイン作成の様子
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映画「みんなの学校」自主上映会（1/24）運営ボランティア（20150033V）
受入団体名：茨城 LD等発達障害親の会　星の子（15014G）

活動内容
　映画「みんなの学校」自主上映会の運営スタッフ活動（受付け、誘導、お手伝いが必要な方への支援等々）の
お手伝い
※映画は10：00～、13：00～、16：00～の 3回上映
※開催場所はインフォメーションサービスセンター内の大会議室

活動実施日（期間）
平成28年 1月24日（日）9：00～18：30

参加学生
T-ACTボランティア：1名

活動報告
●受入団体担当者
　当日は多くの参加者を迎え、盛況な上映会となりました。学生ボランティアさんには施設外誘導ののち、会場
内における案内も行っていただきました。土地勘のない参加者にわかりやすくご案内いただきました。施設外誘
導は、お客様が初めて出会うスタッフということもあり、いろいろな質問を受けたことと思いますが、相手の要
求を適切に判断し、必要な情報をお出しいただきました。
　多くの障害のある方も参加される会でしたが、皆様が気持ちよく時間が共有できたと思います。ご協力感謝申
し上げます。
●学生参加者：匿名希望（心理学類 1年）
活動の成果
　映画を見にきてくださった人の誘導、会場整理が主でした。ボランティアの運営がどんなものか、基本的なこ
とを経験することができました。また、映画を観賞することもできたので、とても勉強になりました。
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悩める高校生救助隊～あなたの合格体験記を語りませんか～（20150034V）
受入団体名：つくば市竹園交流センター（15013G）

活動内容
　筑波大生の方と会話できる時間を設け（大学生の方 1人につき 3～ 5人程度でブースを作り、時間を決めて生
徒がブースを回る）主に受験を意識した内容のお話を伺う。
     →具体的な内容
         ・受験するときに悩んだこと、大変だったこと。
         ・受験するときに後悔したこと。
         ・おすすめの教材などについての話。
         ・おすすめの勉強法やそれについてのアドバイス。
         ・受験時の経験談、また失敗談など。

活動実施日（期間）
平成28年 2月21日

参加学生
T-ACTボランティア：3名
その他学生：5名（文化系課外活動団体 FreeEducation）

活動報告
●受入団体担当者
　最初に各々、5分以内で、①自己紹介②高校 1～ 2年生の時にやっておけばよかったこと③合格体験談エピ
ソードを発表してもらいました。その後、アイスブレイクタイムで高校生と打ち解けた後、3グループに分かれ、
高校生からの質問に答えてもらいました。終始、和気あいあいとした良い雰囲気で、予定時間終了後も延長をす
るなど、大変盛り上がりました。
●学生参加者：阿部寿季（社会学類 1年）
活動の成果
　高校生の進路に関する悩みの相談を受け、受験生活を乗り越えた経験と知識、大学生活について高校生と話し
合いました。貴重な経験をさせていただき、感謝しています。
●学生参加者：匿名希望（人文学類 1年）
活動の成果
　高校生の受験に関する相談を受けました。受験だけでなく、後悔しない高校生活をおくるためにするべきこと
なども話しました。自分たちも高校生のころの純粋な気持ちを思い出すことができ、今後の勉強へのモチベー
ションが高まりました。
今後の課題
　設定された時間がやや短く（ 2時間）感じました。もう少し質問タイムなどを多めにとってもいいのかな、と
思います。
その他
　とても有意義な時間でした。ありがとうございました。

高校生からの質問への対応の様子 学生による体験談発表の様子
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つくばに住む外国人と交流しよう。（20150037V）
受入団体名：つくば市立洞峰学園谷田部東中学校（15016G）

活動内容
What to do:
　1. Experience Japanese school life.
　2. Introduce your country and culture to our students in English.
What to bring:
　1. Lunch box
　2. Presentation documents: print out slide, PC and so on.
Schedule:
  8：30 Tsukuba bus center, Taxi stand. （we will pick you up and bring you to our school）
  9：00 Orientation
  9：40 the second period
10：40 the third period
11：40 the fourth period
12：40 Lunch time（you will eat your lunch with our students）
13：35 the fifth period（present your country or culture to our students）
15：00 leave the school and send you back to the center of Tsukuba

活動実施日（期間）
平成28年 2月29日（月）8：30～15：00

参加学生
13名（T-ACT参加登録なし）

活動報告
●受入団体担当者
1.中学校の授業の参観と参加
2.自国のプレゼンテーション
3.給食の時間、一緒に過ごす
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栗原スポーツ鬼ごっこクラブ　感謝祭（餅つき大会）（20150039V）
受入団体名：栗原スポーツ鬼ごっこクラブ（15012G）

活動内容
・餅つきの準備、参加、片付け
　校庭で、かまどでもち米を蒸して臼と杵でつきます。豚汁も作ります。
　（お腹いっぱい一緒に食べましょう！！）
・子どもと一緒にスポーツ鬼ごっこをしましょう（審判や活動援助を含みます）。

活動実施日（期間）
3月21日（月・祝）10：00～14：00

参加学生
T-ACTボランティア：1名

活動報告
●受入団体担当者
　餅つきの準備の段階からお手伝いいただきました。午前中は、お餅つきの準備と並行してスポーツ鬼ごっこの
体験会を行ない、高学年のチームに入って活動を盛り上げて頂きました。みんなでついたお餅を昼食に食べ、午
後はレクレーション。サングラスをかけたハンター役になっていただき、子どもたちも大喜びでした。
●学生参加者：薛承哲（数理物質科学研究科 1年）
活動の成果
　活動内容は餅つき、スポーツ鬼ごっこ、いろんなゲームをやりました。いっぱい走ったから足が棒になった。
スポーツ鬼ごっこの感謝祭なので、みんなゲームや餅つきで楽しめば目標達成ということ。大人10人と子供30
人の対抗で、子供陣が滝のように流れ落ちてくることがすごく怖かった。

レクリエーションの様子 餅つきの様子
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2015 年度実施状況報告
　つくばアクションプロジェクト（以下、T-ACT）は、学生が自らの
関心に基づく多種多様な自発的活動を新たな人間関係を構築しながら実
行するよう促進することで、学生の人間力を育成する筑波大学の人間
力育成事業である（図 1参照）。T-ACTは、学生が企画立案し展開する
T-ACTアクション、教職員が企画立案し展開する T-ACTプラン、地
域活動団体が実施する社会貢献活動に学生が自発的参加をする T-ACT
ボランティア（2012年度スタート）の 3種がある。T-ACTの諸活動は、
学生・教職員・地域による共創的コミュニティをベースに、半年以下の
単発的・短期的活動を支援することによってアクティヴな流動性をもつ
ことを特徴としている。学生は、T-ACTの諸活動を通して、諸活動へ
の積極的な参加力、経験から感じ取る体験力、他者と関わり協調するコ
ミュニケート力、人をまとめ率いる統率力、創造しそれを具現化する企
画力などの「人間力」を養うことになり、自主性と社会性を備え、将来
社会を担う人材として成長することができると期待されている。

1．T-ACT活動実績
　2015年度の T-ACTアクション・プランにおける企画申請数及び承認
数、T-ACTボランティアにおける団体登録数及び活動承認数、それら
への学生参加者数、T-ACTフォーラム利用者数は次の通りである（但し、3月末日時点までに T-ACT推進室に
て把握できた数に限られる）。2015年度は、T-ACTアクション・プランの企画申請数は55件（アクション53件、
プラン 2件）であり、そのうち44件（アクション42件、プラン 2件）が承認された（図 2参照）。学生プランナー
は45名（重複者を除く実数は39名であり、承認されなかった企画も含める）、学生オーガナイザーは275名（重
複者を除く実数は255名）、教職員プランナーは 3名（重複者を除く実数は 2名）、教職員パートナーは82名（重
複者を除く実数は56名）、学内者のパーティシパントは512名（重複していないことが確認できる実数は156名）、
学外者のパーティシパントは709名（重複していないことが確認できる実数は 1名）であった（図 3～ 5参照）。
申請件数、承認件数はともに昨年より減少し、それにともなって学生プランナーや学生オーガナイザーの延べ数
も減少した。しかしながら、企画内容は充実したものが多かったと言える。たとえば、ゼロから地域でのイベン
トを立ち上げ、地域との新しく継続的なつながりを生み出した企画や、資金獲得のために民間の企画コンペティ
ションに参加するといった有効な問題解決策に積極的に取り組んだ企画など、立案から実行、フィードバックま
で充実した企画が多かった。これらのことから、T-ACTの認知度の向上により学生が有効に T-ACTのシステム
を利用するようになったことが伺える。また、継続的な取り組みとなっている企画も多く、本来は短期的で単発
型の企画を想定している T-ACTのシステムに対し、学生の活用方法が変容しつつあることが示唆される。学生
プランナー、学生オーガナイザーの実数が延べ数に比べて微減であることや、継続的に行われている企画がある
こと、一つ一つの企画の質が向上していることは、一定の学生が腰を据えて T-ACTシステムを活用している表
れと解釈されうる。今後は、学生の T-ACTを活用する姿勢の変化を読み取り、T-ACTのシステムの見直しを検
討するとともに、本来の趣旨である短期的単発型の企画の増加を図ることが課題となるであろう。
　T-ACTボランティアにおける登録団体数は32であり、団体登録がなされた上での承認活動数は40件であった

図 1： 共創的コミュニティ形成によ
るT-ACTの展開と学生の成長

図2：過去5年間のT-ACTアクション・プランの企画承認数 図 3： 過去 5 年間の T-ACTアクションのプランナー数およ
びアクション・プランのオーガナイザー数

  注）棒グラフの頂点までが延べ数を、色の濃い点まで
が重複していないことが確認できる実数を示している
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（図 6参照）。T-ACTボランティアからの活動参加者（パーティシパント）は78名であり（図 7参照）、T-ACT
ボランティアとは別に、独自に活動の情報を得て参加している学生も19名いることがわかった。学生の社会貢
献活動・ボランティア活動に参加してみたいというニーズを踏まえると（図16参照）、T-ACTボランティアが学
生のニーズと地域社会のニーズを汲み上げて、うまく活動につなげている効果があると言える。

　続いて、2015年度に、T-ACTフォーラムに来室した学生数は934名だった（図 8参照）。学生の来室目的を分
類したところ、T-ACTアクションの新規申請に関する相談（A新規）が14％、T-ACTアクションの運営のため
の利用（A運営）が56％、T-ACTアクションへの参加に関する相談（A参加希望）が 2％、T-ACTボランティ
アへの参加に関する相談（V新規）が 3％、T-ACTボランティア参加後の相談に関する利用（V運営）が 8％、
T-ACTサポーターの来室（サポーター）が 5％、総合科目に関する利用（授業）が 7％、T-ACTフォーラムで
の雑談等その他の利用（その他）が 4％であった（図 9参照）。T-ACTアクションに関する利用がほぼ 4分の
3を占めており、特に、T-ACTアクションの運営にとって T-ACTフォーラムという場所が必要であると言える。
　2015年度の T-ACTボランティアに関して来室した地域活動団体などの来室者数は、63名であり、昨年度より
若干の減少が見られるが、2014年度より増加している T-ACTボランティアの募集件数とともに高い水準にある
と言える（図10参照）。来室目的を分類したところ、T-ACTボランティアの団体登録あるいは募集申請に関して
の来室が最も多かった（募集関連）。また、その他とされる訪問も多く、取材も含み訪問理由は多岐に渡ってい
ると言える。こういったことから、T-ACTボランティア事業の認知度の広がりや機能の多様化が期待されてい
ることが推測できる。

図 4： 過去 5 年間の T-ACTプランのプランナー数およびア
クション・プランのパートナー数

  注）棒グラフの頂点までが延べ数を、色の濃い点まで
が重複していないことが確認できる実数を示している

図 6： これまでの T-ACT ボランティアの登録団体数と活動
承認数

図 7： これまでの T-ACT ボランティア登録団体における本
学学生の参加者実数

図 5： 過去 5 年間の T-ACTアクション・プランのパーティ
シパント数

  注）棒グラフの頂点までが延べ数を、色の濃い点まで
が重複していないことが確認できる実数を示している
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2．T-ACTによる人間力の成長と学生生活の充実感
　2015年度に活動が終了した企画で、活動の際に T-ACTシステムに登録した学生のうち153名が、活動終了後
の人間力の成長に関するアンケートに web上で回答した。参加力、体験力、コミュニケート力、統率力、企画
力の達成度に関する自己評定は以下の通りである（図11参照）。参加力、体験力、コミュニケート力について達
成できたという回答（「とても当てはまる」「すこし当てはまる」）は全体の約80％を占めたが、統率力、企画力
について達成できたという回答は全体の約65％であることから、この 2つの力は前 3つの力よりも達成するこ
とが難しいと感じられていることがわかった。この結果は例年とほぼ同様の結果であり、統率力および企画力は
学生が自主的な活動を行うための力の中でも、より達成の難しい能力であると考えられる。
　また、2015年 4月中旬の健康診断時に行った調査では、T-ACTでの活動による学生生活の充実感への効果
に関する回答を得た（図12参照）。「T-ACTでの活動によって学生生活が充実した」に対して「とても当てはま
る」「少し当てはまる」と、T-ACT活動が充実感に寄与したと回答した学生は、T-ACT活動への参加が 1回あ
る場合28.6％、2回ある場合64.8％、3回以上ある場合85.7％であった。また、T-ACT活動への参加がオーガナ
イザーとして 1回ある場合33.8％、2回ある場合84.1％、3回以上ある場合86.6％、プランナーとして 1回ある
場合31.7％、2回ある場合86.4％、3回以上ある場合93.3％であった。ここから、T-ACT活動への参加の仕方が
パーティシパントよりはオーガナイザー、オーガナイザーよりはプランナーである方が、T-ACTでの活動によっ
て学生生活への充実感が高まりやすい傾向があると考えられる。また、いずれの参加の仕方であっても 1回の
T-ACT活動では学生生活の充実感への効果は非常に大きいわけではなく、2回以上の T-ACT活動を経験してい
る場合、学生生活の充実感への効果を大きく高めることが示唆された。これらの結果は昨年度とほぼ同様のもの
であり、T-ACTの効果の表れ方の特徴であると考えられる。

図 8：過去 5年間の T-ACTフォーラム来室学生

図10：地域団体等のT-ACTフォーラム来室者数

図 9：2015年度の T-ACTフォーラム利用目的
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図12：T-ACT活動による学生生活の充実感への効果
（「T-ACTでの活動によって学生生活が充実した」に対する回答）

図11：2015年度の人間力の達成度に関する回答の割合
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3．T-ACT表彰
　活動の奨励を目的に、年に二度、企画の独自性が高く、参加者の人間力をより高めたと評価される企画を表彰
している。2015年度は、表彰する企画を、活動報告会において口頭発表（プレゼンテーション）に対する投票
形式で決定した。文書での活動報告をもって最優秀賞等を決めるための活動報告会にノミネートされた。活動報
告会でのプレゼンテーションに対する投票によって、表彰された企画は表 1の通りである。

4．全学レベルにおけるT-ACTの周知率・関心等
　2015年度 4月の調査において（有効回答は学群生7,570名、大学院生3,830名）、本学内の学生における T-ACT
の周知率は、学群生で63.1％、大学院生で46.2％であり（「T-ACTについて知っている」に対して、「とても当
てはまる」「少しあてはまる」と回答した割合。図13参照）、昨年度と同等であった。また、「T-ACTの活動に参
加してみたいと思う」（「とても当てはまる」「少しあてはまる」）と回答した学生は、学群生で36.9％、大学院生
で30.5％であり、昨年度より若干の低下をみた（図14参照）。一方で、「T-ACTの活動に参加したことがある」（「 1
回」「 2回」「 3回以上」）と答えた学生は学群生で12.5％、大学院生で12.3％と 1割程度ではあるが、昨年度より
も増加がみられた（図15参照）。

表 1：2015年度上半期・下半期に表彰された企画

図13：過去 5年間の T-ACTの周知率
（「T-ACTについて知っている」に対する回答）
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　学生の社会貢献活動・ボランティア活動に参加してみ
たいというニーズは、2015年 4月中旬の健康診断時に
実施した調査によって大学生・大学院生ともに55％程
度の学生にあることがわかっている（図16参照）。ゆえ
に、今後の T-ACTボランティアの周知と参加の促進に
より、ますますの学生による活動の活性化が期待され
る。

5．公開シンポジウム・活動報告会の開催
　学生のさらなる活動の発展と地域参画を促進するため、筑波大学内外に向けて学生の活動と T-ACTの成果を
発信し、意見交換や交流による関連組織との連携を図るイベントを開催している。

2015年度の公開シンポジウムは多様化する学生に対して支援を継続している他大学との交流を図ることを目
的に、「繋がる力・広がる絆」をテーマとして開催した。
まず、本学 T-ACTに関わった学生から、自分たちの思いを現実にしていくことの難しさや、人との関わりの

図14：過去 5年間の T-ACTへの関心度
（「T-ACTの活動に参加してみたいと思う」に対する回答）

図15：過去 5年間の T-ACTへの参加率

図16： 社会貢献活動・ボランティア活動参加のニーズ
  （「社会貢献活動・ボランティア活動をしてみたい

と思う」に対する回答）
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重要性を学んだこと、活動をしていく中で、社会貢献へとモチベーションに変化があったことなどの報告があっ
た。また、T-ACTサポーターとして新たなプランナーを支援することにより、自分の知らなかった事を知るこ
とができたり、企画運営の方法などのスキルが身に付いたりするなど、とても刺激になることからT-ACTサポー
ターを増やしていきたいとの報告があった。
次に、法政大学課外教養プログラム（KYOPRO）からは、企画の中で様々な職員や身近な社会人と自由活発
に意見を出し合える環境で、相手の意見も組み込む対話力が向上したこと、自分の考えを客観的に捉え、また相
手の視点に立って複眼的に物事を考え行動する力が身に付いたことなどが報告された。また、留学生との交流を、
各キャンパスの特色を活かした学生間の交流促進、今回のシンポジウムのテーマである「繋がる力・広がる絆」
のように、他大学とも協力して、是非一緒に活動していきたいとの報告があった。
続いて、明治大学M-Naviプログラムからは、M-Naviの学生委員が、学生のニーズをまとめて講演を企画立

案していること、日本文化体験生け花編の実施、新入生に向けたプログラムの提供などによって、明治大学の学
生に社会人基礎力を身に付けるためのきっかけを提供していることなどが報告された。
最後に、東京工業大学学生支援センター自立支援部門からは、ボランティアグループでは、東日本大震災での

写真洗浄の活動や東北物産展の開催、東京工業大学での防災訓練の啓発活動をしていること、学生調査スタッフ
は、学生へのアンケート調査結果をまとめて提出した提言書が実現されることで学生が大学を変えられるという
大変貴重な体験ができたことの報告があった。また、日本の最先端技術について日本人学生と海外学生を交えて
ディスカッションなどをすることで、グローバルな視野での思考の獲得や、アジア各国の学生間ネットワークを
作ることも目的としている SAGEの活動、大学の授業にはない教養教育や美学、哲学などを敢えてテーマにし
たプログラムを企画し、社会に出てもすぐに戦力になれるようなグローバルな人材を育てていく理工系学生能力
発見開発プロジェクトの活動が報告された。
どの大学もフィロソフィーは共通している部分があり、学生は成功したり、失敗したりしながらも得るものが

あり、学生たちのやる気をうまく支援できている仕組みとしての成功していることが確認でき、これを機会にお
互いの大学の交流がますます深まっていくことのきっかけとなりうる大変有意義なシンポジウムになった。ま
た、本シンポジウムの様子は、常陽新聞、常陽リビングに掲載され、T-ACTの活動が地域に広報された。
日時　11月18日（水）　15：00～17：30（17：45～19：00　交流会）
場所　大学会館　ホール

　2015年度の活動報告会は、T-ACTアクション表彰と対応させて、上半期、下半期の 2回実施した。新しい取
り組みとして、活動報告を行う企画については T-ACT推進室員による選考でノミネート企画を決め、報告会に
おいて企画実施者が活動報告をプレゼンまたは映像放映で行い、T-ACT推進室員および来場者による投票で賞
を決定するということを行った。
上半期においては学内教室で実施し、8つのアクション企画が活動報告を行い、その後、発表者および来場者

による交流会を行った。発表後の投票により各賞の受賞者が決まり交流会において受賞者の発表を行ったが、表
彰は前述の公開シンポジウムの交流会の際に行われた。
下半期においては、学外参加者にも多く参加してもらえるよう、つくば駅前の都市型商業施設 BiViつくばに
ある筑波大学サテライトオフィス（つくば市つくば総合インフォメーションセンター含む）で開催した。上半期
と同様に 8つのアクション企画の報告およびポスター発表、またそれと併せ T-ACTボランティアで活動した 3
組の学生の発表も行った。活動報告会終了後には、参加者による交流会も行った。アクション企画の表彰につい
ては投票後速やかに集計を行って各賞の受賞者を決定し、交流会の中で表彰式を行った。学生、教職員、地域の
方々など約70名が参加し、学生の活動を学内外に発信するための良い機会となった。
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【上半期活動報告会】

日時　 9月30日（水）　15：15～17：30
場所　1C201教室およびスチューデントコモンズ（交流会）

【下半期活動報告会】

日時　 3月24日（木）　15：00～17：30
場所　BiViつくば　筑波大学サテライトオフィス

6．地域連携への取り組み
【ボランティアカフェ～まつりつくばのゴミ分別ステーション～】
毎年 8月下旬に行われるまつりつくばにおいて、学生サークルの環境サークルエコレンジャーがつくば市と協

力してゴミの分別活動（エコステーション）を実施している。その活動に際し、学生・地域市民との交流、団体
同士の情報交換などを通じてボランティアへの関心を喚起して諸団体の連携を強化し、効率的なエコステーショ
ンの運営を行うためのアイディアを募り、また、参加する学生、地域の市民、中高生などの連携を深めることを
目的として T-ACTが協力し、ボランティアカフェを行った。
このカフェには、T-ACTスタッフ、環境サークルエコレンジャー、つくば市役所職員、つくば市内の中高生

などが参加し、「来場者に対するゴミ分別の周知について」、「過酷な活動を楽しい活動に変えるための工夫につ
いて」という 2つのテーマについて話し合った。
地域の中高生からも多くのアイディアについて意見を出してもらうことができ、学生としてもエコステーショ

ンの運営のための参考になるカフェであった。エコステーションを管轄するつくば市の職員の方に参加していた
だくこともできて、意見や要望を直接伝えられることができて非常に有意義なものとなった。

日時　 7月29日（水）　15：00～17：00
場所　総合交流会館　多目的ホール
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【ボランティアカフェ@雙峰祭】
11月 6日から 8日に行われた筑波大学学園祭、第41回雙峰祭において、7日と 8日に、筑波大学学生ボラン

ティアセンターピアラと T-ACTの共催によるボランティアカフェを開催した。 7日は LGBTサークルにじひ
ろが話題提供者となり「ダイバーシティ～セクシャリティについて～」をテーマに、8日は環境サークルエコレ
ンジャーが話題提供者となり「環境問題～つくば市のゴミ問題～」をテーマにして行った。それぞれ、学生、地
域活動団体の方々、筑波大学教職員がテーマに沿って意見を出し合い、身近な問題について考える機会となった。

日時　11月 7日（土）、11月 8日（日）　各11：30～13：00
場所　スチューデントプラザ　 2階談話室

【ボランティアフェスタ in つくば】
　つくば市社会福祉協議会が主催する「ボランティアフェスタ in つくば」がイーアスつくばにて行われ、筑波
大学学生ボランティアセンターピアラの協力のもと、展示ブースに T-ACT及び大学の地域連携、学生のボラン
ティア活動などに関する出展を行った。フェスタには、つくば市社会福祉協議会のつくばボランティアセンター
に登録する地域の団体など42団体が参加し、ステージ発表、展示・販売ブース出展、体験コーナー出展を行った。
展示ブースでは22団体によるボランティア活動、市民活動の紹介や製作物の販売（福祉バザー）などが行わ

れ、ブースのシールラリーも実施された（景品に T-ACTペットボトルホルダー30個提供）。T-ACTブースでは、
T-ACTでの学生の活動紹介、学生ボランティアセンターピアラの活動紹介、企画室の社会貢献プロジェクトの
紹介などを行い、訪問者や他団体との情報交換などを行った。また、センター入試と同日ということで、環境サー
クルエコレンジャープレゼンツとして環境問題センター試験を実施し、大人（上級編）約30名、子供（初級編）
約10名の参加があり、参加者には参加賞として T-ACTクリアファイルとルーズリーフを配布した。

日時　 1月17日（日）　11：00～16：00
場所　イーアスつくば　センターコート



編集後記

　2008年度に学生支援 GPからスタートした、つくばアクションプロジェクト（T-ACT）は 2012
年度と 2014年度に支援体制が拡充され、現在は T-ACT推進室として活動しております。それに伴っ
て全学的に T-ACTの周知率と関心は高まりつつありますが、その高まりに対して 2015年度はある
程度の落ち着き、いわば高原現象のようなものがデータ上では見られる年度であったようです。この

4月より新任の身で実体験を伴ったことを述べるのは難しいのですが、どうやら企画一つ一つの質の
向上が認められるものの、企画申請自体は減少してしまったことには、学生の T-ACTを利用するス
タンスの変化が影響しているのかもしれません。2015年度実施状況報告で概括したように、学生企
画運営者の実数が延べ数ほどは減少していないことや、継続的に行われている企画があること、一つ

一つの企画の質が向上していることは、ある程度一定の学生が腰を据えて T-ACTシステムを活用し
ているという表れである可能性もあります。一方で、T-ACTが本来想定していたものは、短期的単
発型の企画を通じて学生の人間力の成長を促すというものでした。すなわち、T-ACT本来の想定を
超えた形で、学生の自主性が発揮されつつあるのかもしれません。とはいえ私は、T-ACT本来のコ
ンセプトが、学生の「やってみたい！」という気持ちを実現させるための一歩を踏み出しやすくして

くれると考えていますし、そもそもの「やってみたい！」に対して貴賤を問わないところに魅力を感

じています。T-ACTと学生の関係を見直す過渡期にある今こそ、学生の T-ACTを活用する姿勢の変
化を読み取り、T-ACTというシステムの見直しを検討する一方で、本来の想定である短期的単発型
の企画、（言葉を選ばずに言えば）雑多で混沌とした自主性の発露も決して忘れずに、学生の成長を

支援していきたいと考えています。

T-ACT専任教員

黒田卓哉

　地域の方々の協力により、昨年度 T-ACTボランティアで活動をした学生の数は述べ 100名程度ま
で増え、活動分野も多様になってきました。学生サークルの中にも、主に、または一部ボランティア

活動をすることを目的としたものが数多くあり、日々、学生たちがさまざまなボランティア活動を行っ

ているという現状があります。

　しかしながら、学生たちが“特定の”地域活動を行う中で、地域の目から見た学生の活動は必ずし

も地域の課題の中にあるニーズに満足に対応できているとは限りません。未だ大きな爪あとを残す東

日本大震災や身近なところで起きた洪水災害、喫緊の対応が求められる熊本地震。これらの非常事態

に学生に求められる役割とは何なのでしょう。

　学生たちから声があがり、普段様々な分野でボランティア活動を行う学生たちを有事の際にひとつ

にまとめるボランティアネットワークの構築が進められています。このような学生たちの自発的な動

きはとても大きな力になり、また、このような柔軟性のある動きこそが地域には求められているのだ

と思います。T-ACTボランティアの次のステップとして、学生たちの可能性を存分に発揮してもら
い地域のニーズに的確に応えられるようサポートしていきたいと思います。

T-ACTボランティアアドバイザー

鈴木　庸
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室　長 田　中　　　博 生命環境系 教授　学生生活支援室長 室　長 田　中　　　博 計算科学研究センター 教授　学生生活支援室長
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鈴　木　大　三 システム情報系 助教 仲　　　重　人 人文社会系 教授

杉　江　　　征 人間系 教授 杉　江　　　征 人間系 教授

丹　羽　隆　介 生命環境系 准教授 丹　羽　隆　介 生命環境系 准教授

中　内　　　靖 システム情報系 教授 中　内　　　靖 システム情報系 教授

後　藤　嘉　宏 図書館情報系 教授 後　藤　嘉　宏 図書館情報系 教授

三　輪　佳　宏 医学医療系 講師 三　輪　佳　宏 医学医療系 講師

澤　江　幸　則 体育系 准教授 澤　江　幸　則 体育系 准教授

山　田　博　之 芸術系 助教 齋　藤　敏　寿 芸術系 准教授

田　中　真　理 人間系 助教 田　附　あえか 人間系 助教

上　田　孝　典 人間系 准教授 唐　木　清　志 人間系 准教授

大久保　智　紗 学生生活支援室 助教　T-ACT専任教員 黒　田　卓　哉 学生生活支援室 助教　T-ACT専任教員

金　井　浩　紫 学生部学生生活課 課長 金　井　浩　紫 学生部学生生活課 課長
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